
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和２年５月２５日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 伊藤真規子 ㊞

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

公共施設の在り方について

広報ながくて２０２０年４月号の最初のページに「公共

施設の在り方を考えよう」という特集がある。市内の公共

施設は約９０あり、２０５０年にかけて、維持管理や修繕

に年間３０億円もの費用がかかることをあげ、例えば建物

をまとめてみないか、と提案されている。

このような形で広報されるからには、新たな展開がある

のではないかと推測する。

⑴ 建物をまとめることについて、現在決まっていること、

進めていることは何か。

⑵ いつ、誰がどのように決めるか。

⑶ 今後どのような形となるのか。

２

小中学校の新型コロナウイルス感染症にかかわる対策につ

いて

新型コロナウイルス感染症拡大の第１波がある程度収束

し、小中学校が再開された。教育委員会、学校は、今まで

経験のない状態に精いっぱい考え、対策を講じているよう

に見受けるが、不安を感じる保護者もいる。

⑴ 夏休みも一部登校の予定と聞いたが、マスクをして過

ごす時間も長く、熱中症が心配である。どのように対処

するか。



⑵ 子どもの心のケアをどうするか。

ア 児童生徒が感染したことで学校が休業決定となるな

ら、児童生徒が特定され、差別されないか。

そうならないための対策はどのようか。

イ 通常、４月、５月に勉強以外で学校やクラスに慣れ

る時間が作られていると思うが、今年はどのように運

営するか。

ウ 近づいて遊ぶことへの抵抗感や、マスクで表情が見

えないためのトラブルなど、友人との交流にも影響が

あると思われる。どのような対策をとるか。


